
□ 展示会・講習会・ガイド情報 
イベントの詳細はホームページでご確認ください。 

LIGHT CYCLES KYOTO 
光と音が織り成す新たな植物の魅力を五感で感じる 
没入型体験イベント（会場：観覧温室他） 

・日程：５月 24 日（土）～R8 年 3 月 31 日（火） 
 7/23～8 月：19 時～21 時半、9 月～3 月：18 時半～21 時半 
  （いずれも最終入場 20 時半） 

毎週月曜休演 ※8/11 は実施、8/12 休演 

・料金：大人（高校生以上）：当日券 2,500 円 前売券 2,300 円 
    小人（小・中学生）：当日券 1,200 円 前売券 1,100 円 
    障がい者手帳等お持ちの方：当日券 1,200 円 前売券 1,100 円 
    未就学児：無料 
・問い合わせ：京都府立植物園アートナイトウォーク実行委員会 
     LIGHT CYCLES KYOTO 運営事務局 
     （contact@lightcycles-kyoto.com） 

夏の早朝開園 
  下記日程で早朝開園します。 

  涼しい早朝の植物園をお楽しみください！ 

・7/31（木）～8/4(月）朝顔展開催期間、7 時開園 

・8/9（土）、8/10（日） 7 時半開園 

食虫植物展 
・日程：7／18（金）～8／3（日）10 時～16 時 

（入室は 15 時半まで） 
・内容：ウツボカズラ、サラセニアなど約 100 種類 150 鉢を

展示、ハエトリグサ体験もあります。 
【小学生以下を対象とした観察会】 

8/2 日（土）・3 日（日）の 11 時から 30 分程度 
会場：観覧温室特別展示室 

植物と昆虫展 
・日程：7 月 18 日（金）～8 月 24 日（日）9 時～16 時 
・内容：アリ植物は体内に空

洞を作り、その中にアリを
住まわせ養分を利用し外
敵から身を守ります。食虫
植物は蜜やフェロモンで
昆虫をおびき寄せ栄養源
として利用します。植物が
昆虫のエサになるだけで
なく、植物と昆虫の関係は多彩。両者の関係から植物とそれ
を取り巻く生態系の不思議へみなさんを誘います。 

・会場：植物園会館 1 階展示室ほか園内各所 

朝顔展 
・日程：7／31（木）～8／4（月）7 時～12 時 
・内容：毎日入れ替える朝顔の鉢 

延べ 1,000 鉢を展示 
・会場：植物展示場（竹・笹園東側） 

アサガオ観察会 
・日程：8 月 2 日（土）9 時～10 時 
・内容：植物園職員による解説と観察 
・定員：当日先着 50 名 ・会場：植物展示場 

サイエンスレクチャー2025特別編 
植物と昆虫展関連講演会（2） 

・日程：8 月 3（日）13 時半～15 時（受付 13 時～） 
・内容：「カブトとクワガタ集まる樹液酒場はカミキリムシの

おかげ？ :カミキリムシと植物との深
い関係」 

・講師：谷垣岳人氏（龍谷大学准教授） 
・定員：当日先着 60 名  
・会場：植物園会館 2 階研修室 

植物学習相談会＋環境を学ぼう！ 

自由研究サポート 2025 
・日程：8 月 10 日（日）・対象：小・中学生 
・会場：植物園会館 2 階多目的室 
◇「植物学習相談会」 

小中学生向け、標本や植物に関する作品の仕上げ方等の
指導及び相談 時間：9 時～12 時、13 時～16 時 

◇「環境を学ぼう！自由研究サポート 2025」 
・「昆虫なんでも相談会」9 時～12 時 
・「竹を使ってキッチンツールを作ろう！」10 時半～12 時 
・「ソーラーエコハウス工作教室」13 時半～15 時半 

食草園〜いもむしのレストラン〜の虫たちに会いに行こう 

・日程：8 月 10 日（日）10 時～、15 時半～ 
・内容：食草園に訪れる虫たちを探し、食草と、それを食べ

る幼虫の関係を研究員が解説 
・講師：尾崎克久氏（JT 生命誌研究館） 
・対象：小学生・事前申込要 
・会場：食草園エリア（北山門近くワイルドガーデン付近） 

サイエンスレクチャー2025特別編 

植物と昆虫展関連講演会（3） 
・日程：8 月 10 日（日）13 時半～15 時（受付 13 時～） 
・内容：「アゲハチョウが教えてくれる生きもののつながり 

～好き嫌いのヒミツを科学する～」 
・講師：尾崎克久氏（JT 生命誌研究館）・定員：当日先着 60 名 

・会場：植物園会館 2 階研修室 

熱中症対策セミナー 
・日程：8 月 4（月）14 時～15 時半（受付 13 時半～） 
・内容：「地球温暖化時代の熱中症対策～熱中症のしくみを知り、

自然の力も借りる～」 
・講師：工藤泰子氏（総合地球環境学研究所（京都気候変動適

応センター） 客員教授） 
・定員：当日先着 60 名 ・会場：植物園会館 2 階研修室 

私のお気に入り： カラマツ：落葉する松で落葉松と書く。 
春、芽吹いたばかりの薄緑色の葉は、何とも言えず美 
しい。紅葉の時は葉が金色に見え、松ぼっくりも小さ 
くてかわいい。天然のカラマツは信州、富士山、日光 
付近に分布する。当園に生きたカラマツはない。酷暑 
の京都では生育困難で大江山などで植栽されているが 
わずか。涼しい地域のカラマツに思いを馳せる。(A) 

植物園たより 
              （毎週金曜日発行） 
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京都府立植物園 
   〒606-0823 京都市左京区下鴨半木町 
   TEL 075-701-0141   FAX 075-701-0142 
      http://www.pref.kyoto.jp/plant/ 

毎週開催の植物ガイド （猛暑対策７月から時間等変更） 
◇水曜ミニガイド〔植物園認定ガイドによる解説〕：9/10 までお休み 

◇土曜ミニミニガイド〔技術課職員による解説〕 
⇒10時スタート！ ※各回植物園会館前集合 

詳細は 
ホームページへ 

詳細は 
ホームページへ 

植物園芸相談  植物園会館２階園芸サロンにて 
  ■ 毎週 日曜日 9:00～12:00、13:00～16:00 
  ■ 電話 075－701－0141（電話でも受付可） 

令和 7年 4月 1日（火）より、入園料を改定しました。 
詳しくは植物園ホームページでご確認ください。 

当園のイヌカラマツ 
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